


　

密
集
す
る
島
々
や

そ
の
間
を
流
れ
る
激

し
い
潮
流
か
ら
、
古

来
よ
り
航
海
の
難
所

と
も
言
わ
れ
て
い
る
芸
予
諸
島
。
一
方
、
船
で
瀬
戸
内
海
を
東
西
に
移
動
す
る
船
は
必
ず
通
ら
ね
ば

な
ら
な
い
、
海
上
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

村
上
海
賊
は
、
そ
の
よ
う
な
芸
予
諸
島
を
中
心
に
十
四
世
紀
中
頃
か
ら
瀬
戸
内
海
で
活
躍
し
た
一

族
で
す
。
因
島
・
能
島
・
来
島
に
本
拠
地
を
お
い
た
三
家
か
ら
な
り
、
連
携
と
離
反
を
繰
り
返
し
つ

つ
も
、
互
い
に
同
族
意
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
来
日
し
た
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
は
、
瀬
戸
内
海
航
路
を
支
配
し
た
村
上
海
賊
を
「
日
本
最
大
の
海
賊
（ o m

ajor cossairo 

）」
と

称
し
て
い
ま
す
（
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』）。

　

村
上
海
賊
は
、
よ
く
「
村
上
水
軍
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
、
戦
時
に
は
海
上
で
の
軍
事
活
動
に
従

事
す
る
「
水
軍
」
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
が
、
平
時
に
は
自
ら
の
ナ
ワ
バ
リ
を
通
過
す
る
船
か
ら

通
行
料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
ま
し
た
。
時
代
は
戦
国
。
通
行
料
の
支
払
い
に
応
じ
な

い
船
に
は
容
赦
な
く
制
裁
を
加
え
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
方
で
、
通
行
料
さ
え
収
め
れ
ば
、
関
所
を

無
事
に
通
過
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
海
賊
が
「
上
乗
り
」
し
て
水
先
案
内
や
警
固
を
行
い
、
あ
る
い
は

「
過
所
船
旗
」
と
呼
ば
れ
る
旗
を
渡
し
て
、津
々
浦
々
に
潜
む
海
賊
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
な
い
よ
う
、

安
全
な
通
行
を
保
障
し
ま
し
た
。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
も
「
能
島
殿
」
か
ら
こ
の
旗
を
も
ら
っ
た
こ

と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
「
海
賊
」
と
聞
い
て
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
な
、
理
不
尽
に
船
を
襲
っ
て
略
奪
を
繰

り
返
す
西
洋
の
「
パ
イ
レ
ー
ツ
（ Pirates 

）」
や
現
代
の
海
賊
と
は
異
な
り
、
航
海
の
安
全
を
保
障

す
る
活
動
も
行
っ
て
い
た
村
上
海
賊
。
航
海
す
る
者
た
ち
に
恐
れ
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
な
が
ら
も
、

瀬
戸
内
海
交
通
の
秩
序
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
海
賊
た
ち
が
戦
時
・

平
時
に
お
け
る
海
上
活
動
の
拠
点
と
し
、
自
ら
の
ナ
ワ
バ
リ
の
象
徴
と
し
て
築
い
た
の
が
瀬
戸
に
浮

か
ぶ
「
海
城
」
で
す
。

 

村
上
海
賊
三
家

　ルイス・フロイスから「日本最大の海賊」と呼ばれた村上海

賊のストーリーが平成 28 年 4 月に文化庁の日本遺産に認定され

ました。そして同年から平成 30 年にかけて、日本遺産魅力発信

推進事業調査研究事業の一環として、村上海賊と全国の「海賊」

やのちに「水軍」と呼ばれる海の勢力との比較研究を行ってき

ました。

　調査の目的は、西洋のパイレーツや現代海賊とは異なる中世

日本の海賊と城の特徴を明らかにし、日本の海賊 KAIZOKU の

歴史文化を世界に発信するための基礎的な研究にあります。そ

の成果は、調査報告書として刊行し、平成 30 年度から巡回展や

シンポジウムなどで公開を始めました。そして、調査研究成果

報告巡回展の第３弾として「日本海賊会議」を開催しました。

　この企画展は、10 月 10 日・11 日に開催した「日本遺産フェ

スティバル in 今治」（会場：テクスポート今治）のプログラム

である「日本海賊会議」と連動し、各地の海賊に関する遺跡や

ゆかりの品々をおもに写真パネルで紹介するものでした。そし

て、これらの取り組みの成果をまとめたのが本パンフレットに

なります。

　日本独自の海賊 KAIZOKU への理解が深まり、その魅力を世

界へ発信するきっかけになれば幸いです。

� 令和３（2021）年３月

� 村上海賊魅力発信推進協議会

ＫＡＩＺＯＫＵ
を世界へ
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「怪しい船に出会った時に見せるがよい」
（『フロイス日本史』より）
過所船旗受け渡し（イメージ）
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因
島
村
上
氏
は
、
向
島
、
因
島
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
本
拠
を
お
い

た
村
上
海
賊
で
す
。
史
料
上
、
初
め
て
姿
を
現
す
の
は
応
永
三
十
四

（
一
四
二
七
）
年
。
赤
松
氏
討
伐
へ
の
出
兵
に
対
し
て
、
室
町
幕
府

の
将
軍
、
足
利
義
持
が
村
上
備
中
入
道
吉
資
に
あ
て
た
感
状
で
す
。

　

十
五
世
紀
中
頃
に
は
、「
備
後
海
賊
村
上
」（『
満
済
准
后
日
記
』）

が
備
後
国
（
現
広
島
県
東
部
）
守
護
の
山
名
時
熙
に
遣
明
船
の
警

固
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、
警
固
衆
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
最
近
の
研
究
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代

初
め
頃
に
は
、
そ
の
活
動
範
囲
を
周
防
灘
や
伊
予
灘
に
ま
で
広
げ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
に
は
お
も
に
芸
予
諸
島
近
海
で
活
動
し
て
い
た
因
島

村
上
氏
。
一
族
の
中
で
も
っ
と
も
有
名
な
人
物
が
村
上
新
蔵
人
吉

充
で
す
。

　

吉
充
は
、
織
田
信
長
が
送
り
出
し
た
水
軍
と
大
阪
湾
で
戦
っ
た
第

一
次
木
津
川
口
合
戦
（
天
正
四
（
一
五
七
六
）
年
）
な
ど
で
、
毛

利
氏
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
充
の
弟
で
あ
る
亮
康
は
、
鞆
（
現
広
島
県
福
山
市
）
を

支
配
し
ま
し
た
。
鞆
と
言
え
ば
、
室
町
幕
府
十
五
代
将
軍
の
足
利
義

昭
が
下
向
し
て
き
た
地
で
す
が
、
亮
康
は
そ
の
義
昭
か
ら
、「
毛
氈

鞍
覆
」
や
「
白
傘
袋
」
の
使
用
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

基
本
的
に
守
護
や
守
護
代
ク
ラ
ス
の
者
し
か
許
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
破
格
の
待
遇
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
亮
康

の
拠
点
は
、
義
昭
の
鞆
城
の
近
く
に
あ
る
大
可
島
城
（
現
在
の
圓

 

因
島
村
上
氏
と
そ
の
城福

寺
）。
少
な
く
と
も
南
北
朝
時
代
に
は
小
さ
な
島
だ
っ
た

こ
と
が
、
史
料
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

因
島
村
上
氏
は
向
島
や
因
島
に
多
く
の
城
を
築
き
ま
し

た
。
岬
や
鼻
、
湾
に
面
し
た
丘
陵
上
に
築
か
れ
る
の
が
一

つ
の
特
徴
で
す
が
、
背
後
の
山
城
と
セ
ッ
ト
で
本
拠
地
と

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
近
年
刊
行
さ
れ
た
『
新

尾
道
市
史
文
化
財
編
』
を
参
考
に
代
表
的
な
二
つ
の
城
跡

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

鼻
の
頂
部
に
築
か
れ
た
美
可
崎
城
（
市
史
跡
）
は
郭
（
城

の
平
坦
面
）
が
一
つ
だ
け
の
小
規
模
な
城
郭
で
す
が
、「
船

隠
し
」
と
呼
ば
れ
る
入
り
江
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
り
、

尾
根
筋
に
は
本
格
的
な
切
岸
（
急
峻
な
崖
）
が
造
ら
れ
る

な
ど
、
規
模
の
割
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

青
陰
城
（
県
史
跡
）
は
、
標
高
二
七
七
㍍
の
青
影
山
山

頂
に
築
か
れ
た
山
城
。
山
頂
西
側
に
本
丸
と
呼
ば
れ
る
主

郭
が
あ
り
、
芸
予
諸
島
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
郭
の
東
側
に
二
の
丸
と
さ
れ
る
副
郭
が
あ
り
、
土
塁
、

切
岸
、
浅
い
堀
切
の
痕
跡
も
確
認
で
き
ま
す
。
遺
構
の
残

り
が
良
好
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
過
去
に
は
太
刀
や
生
活

の
土
器
類
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
参
考
に
し
た
お
も
な
本

　
尾
道
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
尾
道
市
史
文
化
財
編
』（
尾
道
市
、

　
　

二
〇
一
九
年
）

　

鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
編
『
特
別
展　

鞆
幕
府
将
軍
足
利
義
昭―

瀬

　
　

戸
内
・
海
賊
・
水
軍―

』（
同
館
、
二
〇
二
〇
年
）

青陰城跡出土遺物　尾道市教育委員会蔵
　▲太刀：年代不詳
　◀（左から）土師質土器坏：15‐16 世紀
　　　　　　　瓦質土器：15‐16 世紀
　　　　　　　開元通寶：唐銭（初鋳 621 年）

広島県史跡　青陰城跡遠景青陰城跡　郭（曲輪）

青陰城跡から南側（四国方面）を望む

▲尾道市史跡　美可崎城跡遠景

　　大可島城跡▶

▼大可島城跡
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は
、
小
島
全
体
を
城
郭
と
し
て
利
用
し
た
海
城
で
、
海

の
難
所
で
あ
る
来
島
海
峡
の
今
治
平
野
側
を
押
さ
え
る

位
置
に
あ
り
ま
す
。
城
主
は
来
島
村
上
氏
。
古
文
書
に
初
め
て
姿
を
現
す

の
は
、
天
文
十
（
一
四
五
一
）
年
で
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
品
々
の
年

代
も
概
ね
合
致
し
ま
す
。
伊
予
国
守
護
で
あ
る
河
野
氏
の
支
配
下
の
城
と

し
て
、
当
時
の
争
乱
の
舞
台
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
来
島
城
に
村
上
氏
が

在
城
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
上
で
確
認
で
き
る
の
は
、
も
う
少
し
下
っ
た

大
永
四
（
一
五
二
四
）
年
。
同
氏
が
慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に
豊
後
国

森
（
現
大
分
県
玖
珠
町
）
に
移
る
頃
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

能
島
城
と
同
様
に
来
島
城
の
対
岸
に
は
「
水
場
」
が
あ
り
、
城
の
岩
礁

部
に
は
岩
礁
ピ
ッ
ト
、
自
然
地
形
を
活
か
し
た
郭
、
年
代
は
不
明
で
す
が

立
派
な
石
垣
が
一
部
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
生
活
に
使
わ
れ
た
土
器
や
陶

磁
器
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
十

分
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い

た
め
、
城
の
実
態
に
つ
い
て
は
ま
だ

多
く
の
謎
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
天
正
十
一
（
一
五
八
三
）

年
の
「
来
島
落
城
」
を
伝
え
た
古
文

書
（『
石
谷
家
文
書
』）
が
近
年
新
た

に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
研
究

の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
城
郭
の
一
つ

と
言
え
ま
す
。

▲国指定名勝波止浜　来島城跡遠景

▼海に向かって縦に並ぶ岩礁ピット（干満に応じた船繋施設）

は
、大
島
沖
（
今
治
市
）
に
あ
る
能
島
（
周
囲
約
八
五
〇
㍍
）

と
鯛
崎
島
（
約
二
五
〇
㍍
）
の
二
つ
の
小
島
全
体
を
城
郭
化

し
た
城
で
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
、「
海
城
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
約
二
五
㍍
の
能
島
は
、
全
体
を
三
段
に
削
っ
て
、
あ
る
い
は
一
部
を
盛

土
に
よ
っ
て
、
郭
（
曲
輪
）
と
呼
ば
れ
る
平
坦
面
を
造
っ
て
い
ま
す
。
上
か
ら

本
丸
（
郭
Ⅰ
）、
二
之
丸
（
郭
Ⅱ
）、
三
之
丸
（
郭
Ⅲ
）、
そ
し
て
東
側
と
南
側

に
張
り
出
し
た
鼻
に
は
出
郭
、
ま
た
南
東
側
に
は
海
岸
を
埋
め
立
て
た
広
い
郭

（
南
部
平
坦
地
）
が
あ
り
ま
す
。
鯛
崎
島
に
も
郭
が
あ
り
、
能
島
城
の
一
部
と

し
て
東
の
海
域
の
監
視
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

能
島
城
に
は
、
防
御
性
の
高
い
山
城
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
複
雑
な
虎
口
（
郭

へ
の
出
入
口
）、
土
塁
、
堀
切
、
竪
堀
な
ど
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
切
岸
と

急
峻
な
崖
に
囲
ま
れ
た
だ
け
の
簡
素
な
縄
張
り
（
防
御
構
造
）
で
す
。
海
面
や

激
し
い
潮
流
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
「
天
然
の
要
塞
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
に
、
最
大
十
ノ
ッ
ト
（
時
速
約
十
八
㌖
）
の
潮
流
や
、
海
中
に
潜
む
岩
礁

な
ど
は
敵
に
と
っ
て
は
や
っ
か
い
な
防
御
施
設
。
し
か
し
、
約
六
時
間
お
き
の

潮
止
ま
り
や
潮
流
の
穏
や
か
な
小
潮
も
あ
る
た
め
、
常
に
完
璧
な
守
り
だ
っ
た

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
地
で
育
ま
れ
た
巧
み
な
操
船
技
術
や
、
地
の
利
を
生

か
し
た
戦
略
を
駆
使
し
て
、
能
島
城
を
守
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
海
岸
部
に
は
船
を
繋
ぐ
た
め
の
設
備
が
あ
り
、
発
着
の
利
便
性
を
高

め
て
い
ま
す
。
海
に
対
し
て
開
放
的
な
構
造
か
ら
、
戦
へ
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
れ
以
上
に
、
海
を
舞
台
と
し
た
海
賊
た
ち
の
日
常
活
動
の
拠
点
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
、
何
度
も
建
て
替
え
ら
れ
た
掘
立
柱

建
物
の
痕
跡
や
、
膨
大
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
く
ら
し
の
道
具
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

「海
城
」
を

　
　

探
訪
す
る

能
島
城

来
島
城

▲国指定史跡　能島城跡遠景

　▲中国・朝鮮磁器　　　　　　　　　貯蔵・煮炊・調理の器▶

▲能島城跡出土遺物　今治市村上海賊ミュージアム保管

　　▲文化的側面を示す道具　　　　　　　　

能島城跡出土遺物　今治市村上海賊ミュージアム保管

　　暮らしの道具▶

▼岩礁ピット（船繋施設） ▼船だまりと切岸の役割を果たした急峻な崖

来島村上氏肖像画　
安楽寺蔵

　◀村上通康（父）　　

� 村上通総（子）▶

朝鮮陶磁
灰青沙器小碗

中国青花碗

中国青花皿

中国青磁碗

中国青磁皿

中国白磁碗

中国青釉小皿

中国華南三彩水注 土器鍋

土器釜

備前焼すり鉢

備前焼壺 備前焼甕

瀬戸美濃焼天目茶碗 中国青磁香炉

土器火鉢

備前焼の小片の利用した玩具
（いわゆる瓦玉）

碁石

瀬戸美濃焼
水差し

硯（すずり）

おはぐろ皿・紅皿
灯明皿

唐花唐草双鳥鏡
（和鏡）

砥石

た 

い 

ざ 

き

 

う 

み 

じ 

ろ

  

で   

ぐ
る
わ

  

こ   

ぐ 

ち

た 

て 

ぼ 

り

な 

わ   

ば

 

こ 

う   

の

 

ぶ 

ん   

ご

 

み 

ず   

ば

い 

し  

が 

い  

け

� 　　The story of  “Japanese KAIZOKU” 　　JAPAN HERITAGE�



さ
れ
て
い
ま
す
。
長
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
が
実
を
結
び
、

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月
、「
安
宅
氏
城
館
跡
」
は
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
宅
氏
居
館
跡
は
、
紀
伊
山
地
か
ら
河
川
を
利
用
し
て

運
ば
れ
る
物
資
の
集
積
地
で
あ
る
日
置
浦
の
管
理
に
適
し

　

村
上
海
賊
の
一
つ
、
能
島
村
上
氏
が
史
料
上
に
姿
を
現
し
た
の
は
貞
和
五
（
一
三
四
九
）
年
の
こ
と
。
遡
る
こ
と
そ

の
二
年
前
、
東
福
寺
城
と
い
う
南
北
朝
時
代
の
山
城
が
「
熊
野
海
賊
」
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。「
熊
野
」
は
、
紀
伊
半
島
南

部
一
帯
（
現
在
の
和
歌
山
県
田
辺
市
以
南
か
ら
三
重
県
尾
鷲
市
）
を
指
し
ま
す
。
驚
く
こ
と
に
、
熊
野
海
賊
が
襲
撃
し

た
東
福
寺
城
の
位
置
は
、
遠
く
離
れ
た
九
州
の
薩
摩
。
現
在
の
鹿
児
島
市
で
す
。
熊
野
海
賊
は
そ
の
活
動
範
囲
を
南
九

州
ま
で
広
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

南
北
朝
時
代
、
瀬
戸
内
海
で
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
の
は
、
忽
那
島
（
現
松
山
市
中
島
）
を
本
拠
と
し
た
忽
那
氏
。
熊

野
海
賊
と
緊
密
に
連
携
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
、
懐
良
親
王
ら
一
行
の
九
州
渡
海
を
助
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
熊
野
海
賊
は
、紀
伊
水
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、大
阪
湾
、瀬
戸
内
海
、南
九
州
ま
で
活
動
海
域
を
広
げ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
を
冠
す
る
熊
野
の
武
士
た
ち
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。

　

室
町
・
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
海
域
で
の
広
域
活
動
は
や
や
影
を
潜
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
拠
に
お
い
て
整
備
が
進
み
、

お
も
に
紀
伊
国
内
で
活
動
し
た
よ
う
で
す
。

　

熊
野
を
象
徴
す
る
領
主
は
、
日
置
川
河
口
部
の
安
宅
荘
に
本
拠
を
置
い
た
安
宅
氏
と
、
同
川
中
流
域
の
三
箇
荘
久
木

や
古
座
川
河
口
部
西
向
浦
の
小
山
氏
で
、
い
ず
れ
も
海
の
勢
力
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
両
家
に
は
、
鎌

倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
の
貴
重
な
中
世
文
書
が
現
代
に
伝
え
ら
れ
、
近
年
、
そ
の
調
査
・
研
究
が
進
展
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
豊
富
な
史
料
と
と
も
に
、
日
置
川
河
口
に
は
、
安
宅
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
城
館
跡
が
良
好
な
状
態
で
残

 
熊
野
海
賊―

紀
伊
半
島
の
海
の
勢
力―

た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
東
西
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
要

港
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
証
拠
に
、
居
館
跡
か
ら
は
近

畿
や
東
海
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
土
器
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て

出
土
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
安
宅
氏
居
館
跡
の
日
置
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
に

位
置
す
る
長
寿
寺
に
は
、
暦
応
五
（
一
三
四
二
）
年
の
銘

が
入
っ
た
備
前
焼
甕
が
伝
世
し
て
い
ま
す
。
備
前
焼
の
流

通
な
ど
瀬
戸
内
と
の
交
易
に
安
宅
氏
が
関
与
し
て
い
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
安
宅
氏
城
館
跡
は
、

水
陸
双
方
の
交
通
に
深
く
関
与
し
た
熊
野
の
領
主
の
姿
を

象
徴
す
る
貴
重
な
史
跡
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

村
上
海
賊
が
台
頭
す
る
少
し
前
。
熊
野
信
仰
の
広
が
り

を
背
景
に
、
瀬
戸
内
海
を
超
え
て
遠
く
離
れ
た
薩
摩
に
ま

で
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
た
「
熊
野
海
賊
」。
そ
の
ふ
る
さ

と
に
は
、
そ
の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
熊
野
に
拠
点
を
構
え
、
割
拠
す
る
武
士
は
後

に
「
熊
野
水
軍
」
と
呼
ば
れ
、一
般
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
史
料
に
は
「
熊
野
衆
」「
熊
野
海
賊
」「
熊
野
悪
党
」

な
ど
の
呼
称
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
「
熊
野
海
賊
」
で
参
考
に
し
た
お
も
な
本

　

坂
本
亮
太
編
『
春
季
特
別
展　

戦
乱
の
な
か
の
熊
野―

紀
南
の
武

　
　

士
と
城
館―

』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、　

二
〇
二
〇
年
）

　

高
橋　

修
編
『
熊
野
水
軍
の
さ
と
』（
清
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）

　

山
内　

譲
『
海
賊
の
日
本
史
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
一
八
年
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

古座川の河口（山内譲氏提供）

▲安宅氏城館跡全景（白浜町教育委員会提供）

▼中山城跡▼土井城跡

▼八幡山跡 ▼安宅氏居館跡 ▼長寿寺
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九
鬼
氏
は
、
紀
伊
国
牟
婁
郡
九
鬼
浦
（
現
三
重
県
尾
鷲
市
九
鬼
町
）
に
由
来
す
る
一
族
と
さ
れ
、
室
町
時
代
に

志
摩
国
泊
浦
（
現
鳥
羽
市
）
に
進
出
す
る
ま
で
は
、
波
切
城
（
砦
）（
現
志
摩
市
大
王
町
）
に
拠
点
を
置
い
た
と

さ
れ
ま
す
。
志
摩
国
の
在
地
領
主
ら
は
、伊
勢
神
宮
よ
り
「
嶋
衆
中
」
と
呼
ば
れ
「
一
揆
」
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
五
世
紀
後
半
に
は
、
嶋
衆
は
警
固
料
を
徴
収
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
人
で
あ
る
相
差

能
景
は
、「
船
公
事
」(

税
）
と
し
て
積
み
荷
を
徴
収
し
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
警
固
料
を
め
ぐ
っ
て
伊
勢

神
宮
と
の
争
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
の
警
固
料
の
確
認
に
は
、「
札
」
と
呼
ば
れ
る
通
行
証
が
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
（『
三
重
県
史
』
資
料
編
中
世
１
（
上
）・
通
史
編
中
世
）。

　

嶋
衆
の
一
人
で
あ
っ
た
九
鬼
氏
が
志
摩
国
の
有
力
な
海
の
勢
力
へ
の
成
長
し
た
の
は
嘉
隆
の
時
代
、
つ
ま

り
十
六
世
紀
の
後
半
に
な
り
ま
す
。
近
世
初
期
に
記
さ
れ
た
『
勢
州
軍
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
九
鬼
氏
を
含

む
志
摩
国
の
海
辺
の
領
主
た
ち
は
「
七
人
衆
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
伊
勢
国
司
で
あ
っ
た
北
畠
氏
の
支
配
下
に

あ
り
ま
し
た
。

　

永
禄
十
二
（
一
五
六
九
）
年
、
織
田
信
長
の
二
男
・
信
雄
が
北
畠
具
教
へ
養
子
と
し
て
入
り
、
天
正
三

（
一
五
七
五
）
年
、
北
畠
家
の
家
督
を
相
続
し
ま
す
。
そ
し
て
翌
年
に
は
、
信
雄
は
北
畠
具
教
ら
を
誅
殺
（
罪

を
と
が
め
て
殺
す
こ
と
）
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
織
田
家
一
族
が
伊
勢
・
志
摩
国
を
支
配
し
て
い
く
過
程
に

お
い
て
、
九
鬼
嘉
隆
は
信
雄
の
家
臣
と
し
て
活
躍
し
、
十
六
世
紀
末
に
は
志
摩
国
の
有
力
武
士
を
従
え
る
地

位
へ
成
長
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
志
摩
を
離
れ
る
九
鬼
氏
の
対
抗
勢
力
も
い
ま
し
た
。
武

田
氏
の
海
の
勢
力
と
し
て
後
に
北
条
氏
の
海
の
勢
力
と
対
峙
す
る
小
浜
氏
な
ど
が
そ
う
で
し
た
。

　

九
鬼
氏
を
「
海
賊
」
と
呼
称
す
る
当
時
の
史
料
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
織
田
方
の
「
水
軍
」
と
し
て
の
活

躍
や
大
型
船
の
造
船
技
術
を
背
景
と
し
て
、
強
大
な
海
の
勢
力
に
成
長
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
豊
臣
秀
吉

の
小
田
原
北
条
氏
攻
め
に
お
い
て
は
、
総
勢
二
万
六
三
〇
の
西
国
の
船
手
衆
が
こ
の
伊
勢
・
志
摩
に
集
結
し

ま
し
た
。
秀
吉
は
、
加
藤
嘉
明
や
脇
坂
安
治
に
対
し
、
こ
の
海
上
に
詳
し
い
九
鬼
嘉
隆
に
相
談
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
鬼
氏
が
豊
臣
船
手
衆
の
主
力
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 
九
鬼
氏―

伊
勢
志
摩
の
海
の
勢
力―

　

ま
た
九
鬼
嘉
隆
は
、
朝
廷
に
鯨
二
桶
を
献
上
し
、
織
田
信
長
に
は
海
老
一
折
を
送
っ
て

い
た
こ
と
が
史
料
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
古
く
か
ら
捕
鯨
が
盛
ん
で
あ
り
、
海
の
幸
に

恵
ま
れ
た
伊
勢
志
摩
の
領
主
に
ふ
さ
わ
し
い
贈
り
も
の
で
、
平
時
の
生
業
や
地
域
の
産
物

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◀九鬼嘉隆肖像画
　常安寺蔵
　寛文 12（1672）年
　鳥羽市指定文化財
　
　茶会に頻繁に参加し、　　
　自らも主催するなど、　　
　文化人としての顔も。

波切城跡（鳥羽市教育委員会提供）
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天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
の
本
能
寺
の
変
に
よ
り
信
長
が
斃
れ

た
後
、
九
鬼
嘉
隆
は
来
島
兄
弟
（
得
居
通
幸
・
村
上
通
総
）
ら
と

と
も
に
、
秀
吉
直
属
の
船
手
衆
と
し
て
、
九
州
島
津
氏
攻
め
や
小

田
原
北
条
氏
攻
め
、
文
禄
の
役
（
壬
辰
倭
乱
）
な
ど
に
参
戦
し
ま

し
た
。

　

そ
の
頃
に
安
堵
さ
れ
た
本
拠
地
が
三
重
県
の
鳥
羽
で
あ
り
、
こ

の
地
に
は
四
方
を
海
と
水
路
で
囲
ま
れ
た
海
の
城
、鳥
羽
城
跡
（
三

重
県
指
定
史
跡
）
を
は
じ
め
、
九
鬼
嘉
隆
ゆ
か
り
の
文
化
財
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
の
関
ケ
原
合
戦
。
九
鬼
嘉
隆
は
西
軍
、

息
子
守
隆
は
東
軍
と
、
父
子
が
分
か
れ
て
戦
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
西
軍
が
敗
北
す
る
と
嘉
隆
は
、
最
期
の
地
を
求
め
て
答
志

島
へ
渡
り
ま
し
た
。
子
の
守
隆
は
父
の
命
を
救
う
べ
く
、
徳
川
家

康
に
懇
願
し
こ
れ
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
報
せ
を
待
つ
こ

と
な
く
、
嘉
隆
は
洞
泉
庵
に
て
切
腹
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

洞
泉
庵
の
あ
る
答
志
島
和
具
に
は
、九
鬼
嘉
隆
の
胴
塚
と
首
塚
（
三

重
県
指
定
史
跡
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
「
九
鬼
氏
」
で
参
考
に
し
た
お
も
な
本

　

黒
嶋　

敏
『
海
の
武
士
団　

水
軍
と
海
賊
の
あ
い
だ
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
）

　

豊
田
祥
三
編
『
九
鬼
嘉
隆　

戦
国
最
強
の
水
軍
大
将
』（
鳥
羽
市
教
育
委
員
会
、　

　
　

二
〇
一
一
年
）

　

山
内　

譲
『
海
賊
の
日
本
史
』（
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
）　　

な
ど

 

九
鬼
嘉
隆
の
ふ
る
さ
と

▲九鬼嘉隆胴塚
◀九鬼嘉隆首塚
三重県指定史跡

▼九鬼家の廟所
常安寺本堂裏
鳥羽市指定文化財
（鳥羽市教育委員会提供）

� 鳥羽城跡本丸西側の石垣▶

◀家老屋敷跡の石垣

三重県指定史跡
（鳥羽市教育委員会提供）

▲三重県指定史跡　鳥羽城跡全景（鳥羽市教育委員会提供）
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最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
「
海
賊
」
の
意
味
が
、
東
と
西
と
で
は
ず
い
ぶ

ん
と
違
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

村
上
海
賊
は
、
海
戦
で
活
躍
す
る
一
方
で
、
平
時
に
は
通
行
料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
生
業
と
し
、

そ
の
見
返
り
と
し
て
安
全
を
保
障
す
る
も
の
の
、「
賊
」
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
駿
河
湾
・
相
模
湾
・
江
戸
湾
な
ど
で
活
動
し
た
東
の
海
賊
は
「
賊
」
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、大
名
の
指
示
に
従
っ
て
、海
上
軍
事
力
を
発
揮
す
る
海
の
武
士
団
の
こ
と
を「
海

賊
」
と
呼
ぶ
よ
う
で
す
。
古
文
書
に
は
「
海
賊
の
儀
」
を
仰
せ
つ
け
る
、「
海
賊
の
奉
公
」
を
勤
め

る
な
ど
の
表
現
が
見
ら
れ
、
そ
の
軍
事
行
動
に
赴
く
船
を
「
海
賊
船
」
と
も
言
い
ま
し
た
。

　

海
賊
の
戦
法
も
西
と
東
で
は
違
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。
村
上
海
賊
は
「
ほ
う
ろ
く
火
矢
」
な
ど

を
用
い
た
海
上
で
の
戦
法
を
得
意
と
し
ま
し
た
が
、
東
国
で
は
、「
敵
船
と
出
会
い
、
勝
利
を
得
、

風
（
富
）
津
浦
へ
追
い
上
げ
る
」
で
あ
る
と
か
「
佐
貫
前
で
房
州
海
賊
と
掛
け
合
い
、
佐
貫
浜
陸

地
へ
押
し
上
げ
」（『
越
前
史
料
所
収
山
本
文
書
』）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
、
陸
地
で
決

着
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
「
の
ろ
し
」
に
関
す
る
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
敵
船

の
発
見
を
本
城
へ
伝
達
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
段
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
の
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
城
攻
め
で
は
、
九
鬼
嘉
隆
や
来
島
村
上
氏

ら
が
、
秀
吉
の
「
船
手
」（
い
わ
ゆ
る
「
水
軍
」）
と
し
て
参
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
船
手
の
こ
と
を

北
条
氏
政
は
「
西
国
海
賊
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
海
賊
＝
海
の
武
士
団
と
捉
え
る
東
国
の
認
識
が

よ
く
示
さ
れ
た
表
現
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
秀
吉
方
の
来
襲
に
備
え
て
最
も
重
視
さ
れ
た
城
は
、
伊
豆
半
島
の
南
端
に
あ
る
下
田

城
で
し
た
。
城
主
は
清
水
康
英
で
し
た
が
、
守
り
を
固
め
て
い
く
中
で
、
北
条
氏
の
海
の
主
力
で

あ
る
梶
原
景
宗
を
入
城
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
梶
原
と
清
水
の
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
城
主
の
意
向
を
尊
重
し
て
、
梶
原
は
東
浦
に
移
動
さ
せ
、
大
半
は
「
小
田

原
之
川
（
早
川
か
）」
に
引
き
揚
げ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
瀬
戸
内
海
と
同
じ
よ
う
に
、
東
国
に
も
「
上
乗
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
そ
の
役
割
は
少
し
違
っ
て
い
て
、村
上
海
賊
の
上
乗
り
が
通
行
料
・

警
固
料
と
引
き
換
え
に
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
や
水
先
案
内
人
を
行
う
の
に
対
し
、
北

条
氏
が
出
し
た
朱
印
状
に
み
る
「
上
乗
り
」
は
、
船
の
積
み
荷
の
見
張
り
と
し
て

乗
っ
て
い
く
人
の
こ
と
で
し
た
。

　

具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、北
条
氏
康
の
娘
と
今
川
氏
真
の
祝
言
の
費
用
と
い
う「
大

事
之
荷
物
」
を
見
張
る
た
め
に
、
上
乗
り
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
事
な
も
の

な
の
で
念
に
は
念
を
入
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
少
し
で
も
怠
慢
が
あ
っ
た
ら
、

上
乗
り
の
頸
を
切
る
と
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

東
国
の
海
賊
は
、
い
わ
ゆ
る
「
賊
」
と
し
て
の
顔
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、

海
の
武
士
団
と
も
言
え
る
人
々
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
の
小
笠
原
長
生
海
軍
中
将
は
、
南
北
朝
時
代
以
降
、
政
府
や
大
名
の

軍
事
勢
力
と
し
て
利
用
さ
れ
た
「
海
賊
」
の
こ
と
を
「
水
軍
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
東
国
の
海
賊
の
中
に
は
、
北
条
氏
や
武
田
氏
の
海
上
軍

事
勢
力
、
い
わ
ば
戦
国
時
代
の
「
水
軍
」
の
役
割
を
果
た
し
た
海
の
領
主
た
ち
が

存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

で
は
、「
水
軍
」の
拠
点
と
も
言
え
る
北
条
氏
領
国
の
海
辺
に
築
か
れ
た
城
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
◇
「
東
国
の
海
賊
」
で
参
考
に
し
た
お
も
な
本

   

木
村　

聡
編
『
国
史
跡
長
浜
城
跡
整
備
事
業
報
告
書
』（
沼
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
）

　

真
鍋
淳
哉
『
戦
国
江
戸
湾
の
海
賊 

北
条
水
軍
Ｖ
Ｓ
里
見
水
軍
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

　

山
内　

譲
『
豊
臣
水
軍
興
亡
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

　

山
内　

譲
『
海
賊
の
日
本
史
』（
講
談
社
、
二
〇
一
八
年
）　　

な
ど

 
東
国
の
海
賊

�
―

西
国
海
賊
と
の
違
い―

　
　

▲　久留島家文書　豊臣秀吉朱印状（個人蔵）　天正 17（1589）年　12 月 5日付

▼伊豆　下田城遠景

「西国海賊」（豊臣船手衆）が現れたであろう相模湾・伊豆半島方面を小田原城から望む▶
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伊
豆
長
浜
城―

北
条
氏
に
従
った
海
の
勢
力
の
城―

　

長
浜
城
（
現
静
岡
県
沼
津
市
）
は
、
伊
豆
半
島
の
付
根
付
近
、
駿
河
湾
の
最
奥
部
の
内
浦

湾
に
突
き
出
し
た
標
高
三
三
㍍
の
鼻
の
頂
部
に
築
か
れ
ま
し
た
。
内
浦
湾
は
西
側
の
長
井
崎

と
淡
島
に
囲
ま
れ
て
、
常
時
波
が
穏
や
か
。
富
士
山
が
見
え
る
北
北
西
の
方
向
に
敵
対
す
る

武
田
氏
の
城
郭
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

山
側
に
は
土
塁
や
複
雑
な
虎
口
（
入
口
）
空
間
、
障
子
堀
で
守
り
を
固
め
、
一
方
、
海
側

は
切
岸
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
開
放
的
で
眺
望
が
利
く
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
村
上
海
賊

の
城
の
よ
う
な
、
接
岸
施
設
を
持
ち
、
全
体
が
開
放
的
な
構
造
と
は
異
な
り
、
技
巧
的
な
縄

張
り
（
防
御
構
造
）
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
小
田
原
北
条
氏
自
ら
が
軍
事
的
緊
張
に

際
し
て
築
城
を
指
示
し
た
と
い
い
、こ
の
点
が
城
の
構
造
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

対
武
田
戦
に
備
え
た
城
と
さ
れ
、
一
五
七
九
（
天
正
七
）
年
の
文
書
に
は
「
長
浜
に
船
掛

庭
（
船
着
場
）
を
普
請
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
請
の
目
的
は
軍
船
停
泊
場
の
整
備
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
十
五
世
紀
後
半
に
ま
で
城
の
利
用
が
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
一
五
七
九
（
天
正
七
）
年
に
は
、
城
の
防
御
施
設
が
改
修
さ
れ
、
新
た
に

船
着
場
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
城
に
入
っ
た
の
は
、
紀
伊
国
出
身
の
海
賊
、
梶
原
景
宗
で
し
た
。
傭
兵
と
し
て
北
条

氏
に
招
か
れ
た
梶
原
氏
は
三
浦
半
島
に
多
く
の
所
領
を
与
え
ら
れ
、
江
戸
湾
で
里
見
氏
と
戦

い
ま
し
た
が
、
武
田
氏
と
の
緊
張
の
高
ま
り
に
よ
り
、
駿
河
湾
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
こ
の
浦

に
安
宅
船
と
思
わ
れ
る
大
型
船
が
備
え
ら
れ
ま
し
た
。
漕
手
の
養
成
に
お
い
て
も
海
賊
た
ち

が
そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

東
国
で
は
、
大
名
の
水
軍
と
し
て
活
躍
す
る
海
の
武
士
団
の
こ
と
を
「
海
賊
」
と
呼
ん
で

い
た
と
先
に
述
べ
ま
し
た
が
、さ
ら
に
、梶
原
氏
は
紀
州
と
の
商
売
に
関
わ
る
な
ど
、「
商
人
」

の
顔
も
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

曲輪B

曲輪A

曲輪C

曲輪D

第一曲輪

第二曲輪

第三曲輪

第四曲輪

堀切

竪堀Ⅲ

大手虎口/堀切竪堀Ⅱ

竪堀Ⅰ

堀切Ⅰ

田久留輪

城下橋

蔭
野
川

櫓

土塁

▼伊豆　長浜城遠景（沼津市教育委員会提供）

▲（上）第ニ曲輪　復元的整備
　　　　手前：掘立柱建物　奥：櫓
▲（中）発掘調査で発見された櫓跡
▲（下）堀切Ⅰ
� （沼津市教育委員会提供）

▲伊豆長浜城跡概念図
（沼津市教育委員会提供）

◀安宅船木製模型　東京都指定有形文化財　八王子市金龍山信松院蔵

金龍山信松院に伝わる安宅船模型。信松院は、武田信玄の第六女、松姫
が開いたと伝わる。同院所蔵の正徳４（1714）年の「軍船之記」には、
松姫の実家である仁科家が家臣に命じて文禄・慶長の役で使用された軍
船二艘の木製模型を造らせて同家の家伝としたと書かれている。慶長５
（1600）年に松姫のもとに預けていたが、その後仁科氏は模型を携えて
西国へと移った。その後、突然の変事で模型が失われることを恐れた仁
科氏が、信松院に納めたという（「信松院文書」）。武田氏と対峙した北
条氏の大型船もこれに類似した形態・構造だったのだろうか。

� （背景は伊豆半島からみた駿河湾）
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戦
国
時
代
に
関
東
で
活
動
し
た

海
賊
の
実
態
が
徐
々
に
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
近
年
の
研
究
に
依
拠

し
て
、
江
戸
湾
の
海
賊
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

戦
国
時
代
、
三
浦
半
島
の
北
条

氏
と
房
総
半
島
の
里
見
氏
が
江
戸

湾
を
は
さ
ん
で
互
い
に
に
ら
み
を

利
か
せ
て
い
ま
し
た
。
北
条
氏
の
海
の
勢
力
の
中
心
は
、
山
本
氏
と
梶
原
氏
。
山
本
氏
は
伊
豆
半
島
を
本
拠
と
し
、
紀
伊

国
か
ら
傭
兵
と
し
て
配
置
さ
れ
た
梶
原
氏
は
、
三
浦
半
島
に
所
領
の
多
く
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
湾
に
お
け
る
攻
防
の
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
の
は
浦
賀
城
（
現
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
や
三
崎
城
（
現
三
浦
市
）

な
ど
、
海
に
面
し
た
城
で
し
た
。

　

瀬
戸
内
海
で
は
、
山
内
譲
氏
の
定
義
に
よ
り
、
能
島
城
や
来
島
城
な
ど
島
全
体
を
城
郭
化
し
た
城
を
「
海
城
」
と
し
、

そ
れ
に
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
岬
の
先
端
に
築
か
れ
、
接
岸
施
設
な
ど
を
持
つ
城
を
そ
れ
に
含
む
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
網
野
善
彦
氏
の
「
海
の
領
主
の
拠
点
」「
岬
に
構
え
ら
れ
、
海
に
対
す
る
警
固
所
・
関
所
と
し
て

の
役
割
と
防
御
機
能
を
も
っ
た
城
郭
」
を
広
く
「
海
城
」
と
す
る
見
方
も
あ
り
ま
す
。
網
野
氏
の
定
義
に
従
う
と
、
浦
賀

城
も
江
戸
湾
を
望
む
「
海
城
」
で
あ
り
、里
見
氏
側
に
も
多
く
の
「
海
城
」
が
沿
岸
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

浦
賀
を
拠
点
と
す
る
海
賊
と
し
て
、北
条
氏
の
史
料
に
は
「
浦
賀
定
海
賊
」「
浦
賀
海
賊
」
と
あ
り
、里
見
氏
側
に
も
「
房

州
海
賊
」
や
「
海
賊
大
将
」
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。
江
戸
湾
は
海
賊
た
ち
が
勢
力
を
張
る
海
だ
っ
た
の
で
す
。

　

た
だ
し
こ
れ
ら
の
海
賊
は
、
必
ず
し
も
船
や
積
み
荷
の
略
奪
を
繰
り
返
す
集
団
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
真
鍋
淳
哉

氏
に
よ
る
と
、
江
戸
湾
の
海
賊
の
性
格
は
、
戦
時
は
「
海
上
武
力
の
行
使
者
」、「
水
軍
」
で
あ
り
、
平
時
は
漁
業
や
運
送

業
を
生
業
と
す
る
人
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

中
世
の
日
本
に
は
、「
海
賊
」
や
の
ち
に
「
水
軍
」
と
呼
ば
れ
た
海
の
勢
力
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
西
洋
の
パ
イ
レ
ー
ツ
と
は
同
一
視
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
西
と
東
、
時
代
に
よ
っ

て
も
そ
の
性
格
が
多
様
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

◇
「
江
戸
湾
の
海
賊
」
で
参
考
に
し
た
お
も
な
本　

　
　
真
鍋
淳
哉
『
戦
国
江
戸
湾
の
海
賊 

北
条
水
軍
Ｖ
Ｓ
里
見
水
軍
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

江
戸
湾
に
も

      
海
賊
が
い
た

　このパンフレットは、日本遺産魅力発信推進事業の一環で開催された巡回写真展『中世日本の海賊と城Ⅲ日本海賊会議』（会場：今
治市村上海賊ミュージアム、因島水軍城、おのみち歴史博物館）および『日本遺産フェスティバル in 今治　日本海賊会議』における
各パネリストの発表内容（レジュメ）を踏まえて作成しました。執筆・編集は、日本海賊会議パネリスト（下記）および西井亨（尾道
市文化振興課学芸員）、松花菜摘（今治市村上海賊ミュージアム学芸員）の協力のもと、田中謙（同学芸員）が担当しました。
　

【日本遺産フェスティバル in 今治　日本海賊会議】
　コーディネーター　山内　譲（村上海賊魅力発信推進協議会）

　パネリスト　　　　田中　謙（今治市村上海賊ミュージアム）「村上海賊」
　　　　　　　　　　坂本亮太（和歌山県立博物館）「熊野の水軍・海賊」
　　　　　　　　　　豊田祥三（鳥羽市教育委員会）「伊勢志摩の海賊衆について」
　　　　　　　　　　真鍋淳哉（青山学院大学）「伊豆半島・房総半島の海賊 （関東の海賊）」

　また、一連の事業を行うにあたり、下記の機関より種々のご教示・ご協力を賜りました。個人名につきましては、掲載を控えさせて
いただきますが、ご協力をいただきました方々に心より感謝申し上げます。

　安楽寺、宇和島市・宇和島市教育委員会、国文学研究資料館、常安寺、白浜町教育委員会、信松院
　鳥羽市教育委員会、沼津市・沼津市教育委員会、和歌山県立博物館

　おもな参考文献等は市販本を中心に本文中に記しておりますが、その他は紙面の都合上、割愛させていただきました。なお、本パン
フレットの掲載写真・図等の二次利用はご遠慮ください。

このパンフレットでおもに取り上げた海の勢力

その他のおもな海の勢力

松浦氏

針尾氏

深堀氏

天草一揆衆

乃美氏
児玉氏

忽那氏
二神氏

若林氏ほか

村上海賊

塩飽衆

眞鍋氏

熊野海賊

九鬼氏

梶原氏
山本氏

里見氏

小浜氏

越後の海賊

松浦氏

針尾氏

深堀氏

天草一揆衆

乃美氏
児玉氏

忽那氏
二神氏

若林氏ほか

村上海賊

塩飽衆

眞鍋氏

熊野海賊

九鬼氏

梶原氏
山本氏

里見氏

小浜氏

越後の海賊

九州西岸

瀬戸内海

紀伊半島

伊勢志摩 駿河湾

相模湾

江戸湾

伊豆半島

九州西岸

瀬戸内海

紀伊半島

伊勢志摩 駿河湾

相模湾

江戸湾

伊豆半島

「海賊」やのちに「水軍」などと呼ばれた

中世日本のおもな海の勢力
―日本遺産魅力発信推進事業で研究対象とした海の勢力を中心に―

武蔵

相模

下総

上総

安房

常陸

相模湾

江戸湾

浦賀城

三崎城

玉縄城

小机城

江戸城

葛西城

蕨城

河越城

小弓城

椎津城

真里谷城

久留里城
佐貫城

百首城

金谷城

勝山城

岡本城

稲村城

▲浦賀城跡遠景（真鍋淳哉氏提供）

▼戦国江戸湾周辺の主要城郭
　（真鍋淳哉著『戦国江戸湾の海賊』17頁を基に作成）

背景　久里浜港付近から見た房総半島（真鍋淳哉氏提供）
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16 　　The story of  “Japanese KAIZOKU”




